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	応用
	抗原情報
	背景
	DNA鎖間架橋は鎖の分離を防ぎ、DNAの転写、複製、分離を物理的に阻害します。DCLRE1Bは、鎖間架橋の修復に関与する進化的に保存された遺伝子の一つです（Dronkert et al., 2000 [PubMed 10848582]）。[OMIM提供、2008年3月],機能：DNA鎖間架橋の修復に必要となる可能性があります。,PTM：DNA損傷時にリン酸化されます。おそらくATMまたはATRによるものです。,類似性：DNA修復メタロβラクタマーゼ（DRMBL）ファミリーに属します。,細胞内局在：特定の場所に局在します。,
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	画像データ
	

	SNM1B ポリクローナル抗体を使用した、K562、Jurkat 細胞からの抽出物のウェスタン ブロット分析。二次抗体は 1:20000 に希釈されました。

